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低採算事業等の縮小撤退
グループ会社・生産拠点の
再構築とスリム化
人件費・販管費等の適正化
による固定費削減

半導体電子への注力加速
事業間シナジーを活用した新たな
半導体電子関連ビジネスの創出
M＆A等を活用したビジネス拡大

基本方針・目指す姿：中長期経営計画 ～バリューアッププラン～
半導体電子中心の事業ポートフォリオの選択と集中

成長戦略

事業改革 生産改革

生産拠点の生産効率UP
モジュラーデザインによる
収益性改善

28/6期までの
営業利益率改善

31/6期までの
対象装置事業における

営業利益率改善

営業利益 790億円

営業利益率 22％

5.5％ UP 12％ UP

＜31/6期 中長期財務目標＞

31/6期までの
連結売上高増加額

約1,100億円UP

（２年間で完遂）
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レアアース磁石関連ビジネス 事業拡大の機会到来（一般産業）

【単位：億円】一般産業受注高サプライチェーン多角化による生産拡大への期待

※26/6期より、リークテスト装置の受注高の分類を、コンポーネントから一般産業へ変更

25/6期 26/6期 見込 3～5年間

その他（リークテスト装置、凍結乾燥装置等）

真空炉（レアアース磁石関連） 350～450/年

欧米を中心
前期比

約３倍

166

350

潜在顧客

既存顧客



執行役員 VMS BU長
磯 佳樹

「レアアース磁石関連事業、急拡大の市場機会を捉える」
ー事業環境の変化に伴う、当社の最新状況と成長展望ー
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サマリー

世界的な構造変化と
ネオジム磁石需要の拡大

脱炭素 (xEV・風力)・AIデータセンター・
防衛用途の拡大
ネオジム磁石需要はCAGR約8%成長
供給制約と各国政策が市場拡大を後押し

「ニアショアリング」
の本格化

米国・EU・日本は国家安全保障として
内製化を推進
中国は輸出規制と特許で囲い込み強化

欧米中心の
磁石量産ライン新設

磁石量産を支える
装置技術

溶解鋳造プロセス：「初期組織の安定化」
Strip Caster提供

焼結・時効プロセス：「高スループット・
高再現性」
連続炉提供

多工程対応×高シェア
独自の強み

主要工程である溶解・焼結・熱処理を
フルラインアップ、複数工程でシェア70％超
歩留まりと安定性ノウハウが差別化要因

米国では政府支援のもと、量産ラインは
1万t級量産ライン建設が相次ぎ、
2030年に4.5万tに拡大
装置需要も高水準維持の見通し

「統合エンジニアリング
企業」への進化

新規参入顧客の課題：立上げ・搬送・
酸素管理・品質見える化
→伴走型の工程立上げサポート提供

市場環境

当社の強みと戦略
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世界が最も注目するサプライチェーンリスク

世界の産業は“磁石依存”へ ― 磁石は産業のチョークポイントに

供給が止まれば主要産業が同時停止

代替困難な高性能磁石
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ネオジム磁石世界需要はCAGR約8％で成長

出所：日経XTECH「変わるネオジム磁石の産業構造」

その他 データセンター
風力産業用ロボット

HVAC 民生用電子機器・産業用モーター
防衛・宇宙 xEV

ネオジム磁石 グローバル需要推計（質量ベース：kt/年）

オフショア中心に約3倍の増設加速オフショア中心に約3倍の増設加速

風力発電風力発電

CAGR＋6.4％CAGR＋6.4％
オフショア中心に約3倍の増設加速

風力発電

CAGR＋6.4％

生成AI向けHVAC/HDD需要が急速拡大生成AI向けHVAC/HDD需要が急速拡大

データセンター/AIデータセンター/AI

CAGR＋10.2％CAGR＋10.2％
生成AI向けHVAC/HDD需要が急速拡大

データセンター/AI

CAGR＋10.2％

2040年に新車の半数以上がxEVへシフト2040年に新車の半数以上がxEVへシフト

xEVxEV

CAGR＋8.7％CAGR＋8.7％
2040年に新車の半数以上がxEVへシフト

xEV

CAGR＋8.7％
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サプライチェーン多角化

現在、特に分離・精製以降の工程を
多角化する動きが各国で進んでおり、
特に米国における米国国内生産回帰
の流れが加速

サプライチェーン多角化

世界の磁石向け軽希土類サプライチェーン現状

鉱山からの鉱石生産の中国偏在性は
解消されつつあるが、分離・精製 ～
磁石製造工程に占める中国シェアは
依然として大きい

採掘・選鉱 分離・精製
（酸化物等）

電解・還元
（金属等） 合金化 磁石製造 中間製品製造

（駆動モーター等）
最終製品製造
（自世代車等）

出所：JOGMEC
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レアアースを巡る各国の政策多極化

中国：輸出規制と川下特許の囲い込み

対日輸出規制強化。川下用途の新規公開特許の
83％（2025年）を占有し、他国の量産を牽制

米国：“Mine to Magnet”の国家実装

商務省・国防総省主導で巨額公的資金を投入
通商拡大法232条で国家投資を保護

日本：国産化×多角化

双日・豪ライナス連携で重希土輸入、南鳥島の
深海泥開発に3兆4000億円投入方針

EU：リサイクル＋中流工程の強化

CRMA/RESouceEUにより循環と精製を同時強化
日仏重要鉱物協力ロードマップなど、政策主導で供給網
を再設計
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米国におけるレアアース磁石の拡張計画

Texas
10,000tons in 2028

Virginia
年間生産量未発表

Georgia
3,000tons in 2028

Oklahoma
10,000tons in 2029

South Carolina
2,000tons in 2026

U.S. Neodymium 
Magnet Production 

Expansion Forecast by 
2030

45,000t In US

(世界需要の10％程度と予測)
+α
Company A
Company B…

North Carolina
10,000tons in 2028

出所：各社WEBサイト、JETRO、Manufacturing Dive、Metal powder tech, 等の公開データに基づき当社作成
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世界的に希少な「真空加熱炉フルラインアップ」

Why ULVAC？ レアアース磁石で選ばれる理由

３つの工程で“世界シェア70％超”

ネオジム磁石の主要工程に必要な炉を“横断的に揃えて
いる”メーカーは世界でも極めて少ない

“競争相手がほぼいない領域”を複数保有している

高生産性を実現する “連続式熱処理炉”レアアース磁石メーカーへの豊富な納入実績

世界大手磁石メーカーへの装置納入多数あり、日本・
アジアの既存磁石工場に長年供給

バッチ炉に比べてスループットが大幅向上。温度分布・
雰囲気制御の均一性が高く、磁気特性のバラつきが減る

ほぼ全工程の真空加熱炉を保有する独自ポジション ほぼ全工程の真空加熱炉を保有する独自ポジション

高い生産性と高再現性で当社装置が選ばれ続ける装置仕様だけではなく「歩留まり・安定性」が価値
Continuous process
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当社磁石製造装置のヒストリー

1950～60年代 1970～90年代 2000年代 2010年代～現在

高度経済成長期、
材料の高品質化需要増

電子機器・産業機器で
高性能磁石需要増

電動化で希土類磁石の
量産体制が重要に

高効率モーター需要、
カーボンニュートラル推進

真空溶解・蒸着装置の
国産化

磁性材料製造技術の
基盤を形成

真空溶解炉・焼結炉の
高度化

希土類磁石生産の
品質向上に寄与

希土類磁石生産装置を
事業化

量産ライン構築に貢献

真空冶金・焼結設備の
高効率化

高性能磁石製造の
高度化に継続貢献

日本初の国産100kg誘導溶解炉 横型真空炉 ホットローラ式連続真空炉 連続式真空溶解炉
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バッチ式 1400台以上 / 連続式 160台以上20台以上400台以上

レアアース磁石向け製造装置のラインナップと納入実績

原料精錬 水素粉砕 微粉砕 磁場中成形 機械加工 GBD処理 着磁

合金化
検査溶解・鋳造

磁石製造 製品製造

焼結処理 時効処理 表面処理

連続式真空溶解炉 バッチ式真空炉連続式真空焼結炉水素処理炉

連続炉シェア
7割以上※

連続炉シェア
7割以上※

※当社調べ

連続式真空時効炉

シェア
7割以上※
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Why ULVAC？ 当社の装置が選ばれる理由
溶解・薄帯化・焼結といった複数のコア工程に対し、長年の装置開発で培った高い「安定したプロセス再現性」と
「量産に適した装置構造」を提供し、磁石メーカーの要求に応える装置群を有する

①工程ごとのプロセス安定性
温度・雰囲気・冷却条件などを装置で安定化できる

連続式真空溶解炉（Magcaster）

ホットローラ式連続真空炉（FSC、FHH）

②量産に対応したスループット
連続処理・長時間安定運転など、工場の生産能力に直結

④設備投資・運転コストへの配慮
省エネ設計、メンテナンス性、工場自動化との親和性

③ロット間ばらつきを抑えるための装置設計
装置構造によって“差が出にくい”環境をつくれる
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溶解炉の基本構造（“溶かす・冷やす・薄帯形成”の工程）

溶解炉は磁石材料づくりの出発点
金属を溶かし、制御された雰囲気で急冷し、合金薄帯を形成 (Strip Cast) する装置
この工程で材料組織が決定し、最終的な磁石性能を左右する

水素粉砕原料精錬 微粉砕 磁場中成形 機械加工 GBD処理 着磁

合金化
検査溶解・鋳造

磁石製造 製品製造
焼結処理 時効処理 表面処理

材料投入

加熱溶解

雰囲気制御
（低酸素環境づくり）

急冷
（ローラーやドラムで高速冷却）

薄帯回収

次工程へ

真空溶解炉: Magcaster
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溶解炉の基本構造（“溶かす・冷やす・薄帯形成”の工程）

溶解炉での加熱溶解・急冷プロセス

水素粉砕原料精錬 微粉砕 磁場中成形 機械加工 GBD処理 着磁

合金化
検査溶解・鋳造

磁石製造 製品製造
焼結処理 時効処理 表面処理

溶解炉は磁石材料づくりの出発点
金属を溶かし、制御された雰囲気で急冷し、合金薄帯を形成 (Strip Cast) する装置
この工程で材料組織が決定し、最終的な磁石性能を左右する

材料投入

加熱溶解

雰囲気制御
（低酸素環境づくり）

急冷
（ローラーやドラムで高速冷却）

薄帯回収

次工程へ

https://www.youtube.com/watch?v=7Bbl0U6MSHw
u8002310
スタンプ
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水素粉砕原料精錬 微粉砕 磁場中成形 機械加工 GBD処理 着磁

合金化
検査溶解・鋳造

磁石製造 製品製造
焼結処理 時効処理 表面処理

溶解炉の基本構造（“溶かす・冷やす・薄帯形成”の工程）

溶解炉で形成した合金薄帯

溶解炉は磁石材料づくりの出発点
金属を溶かし、制御された雰囲気で急冷し、合金薄帯を形成 (Strip Cast) する装置
この工程で材料組織が決定し、最終的な磁石性能を左右する

材料投入

加熱溶解

雰囲気制御
（低酸素環境づくり）

急冷
（ローラーやドラムで高速冷却）

薄帯回収

次工程へ
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溶解炉の進化と当社の強み
40年にわたり溶解炉プロセスを進化させてきた

1980年代 1990年代 2000年代 2010～2020年代

• 溶解した金属を冷却ディスク上に流して急冷
• シンプルで信頼性の高い基本技術

• 急冷はできるが、冷却均一性
や連続性に改善余地があった

Furnace
TD Roller

Rotary disc, water cooled 

Agitator

Cooling gas nozzle

Water cooled container

Furnace
TD Roller

Furnace
TD Roller

Spiral rotary drum,
water cooled 

Water cooled container

Furnace

Rotary disc, water cooled 

• 冷却ディスクに加え、ローラーを組み合わせた
構造に進化

• 均一冷却が可能、組織が大幅に改善

• 均一かつ微細な結晶が得られる
ようになった

• 磁石性能の底上げ

• 冷却ローラー構造の改良により、冷却速度・
安定性がさらに向上

• プロセス室と薄帯回収容器の分離構造により
生産効率が向上

• 機構のブラッシュアップ
• プロセスの安定化
• 生産性の向上

• 二次冷却の追加により組織の均一性が向上
• 連続溶解可能な構造を採用し、重希土の酸

化ロス削減と生産能力の大幅アップを実現

• プロセス、ランニングコスト、
生産性の向上

• 市場標準技術へ

冷却ディスク方式 ローラー＋ディスク方式

特徴 特徴

ローラー＋回収容器方式

特徴

ローラー＋ドラム方式

当社の強み
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溶解炉の冷却速度・冷却均一性が磁石に与える影響
溶解炉の冷却性能（速さ×均一性）は、後工程の焼結・GBD・時効の結果を左右する「最重要因子」
当社の溶解炉進化は、この「初期組織の安定化」を世界標準レベルで実現してきた点が強み

時間

温度

時間

温度

①冷却速度：遅い
②冷却均一性：悪い

①冷却速度：速い
②冷却均一性：良い

低磁力・低品質

① ①

②
②

高磁力・高品質

①冷却速度：速い

②冷却均一性：良い

高保磁力→合金主相が微細化
特性安定→α-Fe析出抑制
焼結性向上→Nd-rich層が均一

ロット間安定→組織ムラが減る
高歩留まり→焼結ムラが減る
高特性量産→GBD時効の効果が一定
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連続炉の基本構造と当社の強み

水素粉砕原料精錬 微粉砕 磁場中成形 機械加工 GBD処理 着磁

合金化
検査焼結処理

磁石製造 製品製造
溶解・鋳造 表面処理時効処理

多室構造(準備室・加熱室・冷却室)の真空熱処理炉
処理工程を完全分離することで連続処理できる構造が最大の特徴

冷却焼結2焼結1脱ガス脱バインダ真空排気

－1100℃1000℃800℃400℃－

多室構造により、加熱室を常に真空・高温で保持し
品質が安定

プロセス構造の強み

冷却工程を分離することで、エネルギーロスを削減し
生産性向上

ホットローラー搬送により、高温搬送を実現

脱バインダ室と焼結室を分離し、炉内汚染を防止

6室連続焼結炉のプロセス例

u8002310
スタンプ

https://youtu.be/7Bbl0U6MSHw
https://youtu.be/ErZHGYFZn7c
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Why ULVAC? 当社の真空炉が選ばれる理由

*TCO：Total Cost of Ownership

加熱・冷却の繰り返しによる電力費の増大・
TCO悪化

工場スペースを大きく消費し、スループットも
頭打ち

熱履歴・雰囲気のばらつきにより品質再現性
が低い

工程が分断され米国メーカーは工程連携に
不慣れ

加熱室を常時真空・一定温度で保持
→品質が安定

冷却工程が分離され、エネルギーロスが
小さくTCOが改善

連続搬送で高スループット（バッチ炉比で
大幅改善）

連続炉を製造できるメーカは世界的に
少数（技術障壁高）

当社が世界で選ばれる理由
バッチ炉と連続炉の両方で高い販売実績
真空炉工程の搬送/フィーディング含めた効率化
搬送含めた全体最適化（立ち上げ支援）

当社には真空炉だけではなく、搬送・酸素管理・工程連携といった
スケールアップの要となる領域での貢献が期待されている

バッチ炉は少量多品種向けで優位も量産課題あり 連続炉はTCO*・生産性・品質で優位



レアアース磁石関連事業の今後の展開
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市場の構造変化：競争軸は「装置」から「量産ライン立上げ」へ

新規立上げ既存量産ラインを保有

量産経験不足による工程立上げ非中国化・生産体制再構築
省人化・品質安定化

• 原料入手・レシピ確立（特に重希土類）
• 非中国製設備による量産ライン構築
• 搬送・フィーディング・酸素管理の統合
• スループットと品質再現性の同時達成

既存プレイヤー(先行組）
既に量産ラインを持つメーカー

新規参入プレイヤー
非中国圏で新たに参入

立場

課題

共通の悩み

＜今後＞
工程を「つないで」量産ラインを

安定化させること

＜従来＞
装置単体提供
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今後の事業展開

• 磁石製造のコア工程をフルラインアップで保有し、長年にわたり量産安定化に貢献してきたからこそ
工程立上げ・早期量産化のサポート力が当社強み

Step①

装置 前後工程の封止・搬送・パージを標準化し、フィーディング効率化による
品質の再現性とタクト短縮

Step②
搬送 粉砕→成形→焼結の酸素曝露最小による無酸素搬送ソリューションで

歩留まりと再現性を改善

統合エンジニアリング＝装置×搬送×検査

原料
精錬 水素粉砕 微粉砕 磁場中

成形
機械
加工 GBD処理 着磁

合金化

検査溶解・鋳造

磁石製造 製品製造

焼結処理 時効処理 表面
処理

Step③
検査 雰囲気管理・組成・粒度・磁気特性・分析のQC5本柱を展開による

不具合メカニズム見える化



真空炉のリーディングカンパニーであると共に
磁石量産技術の統合エンジニアリング会社を目指します




